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令
和
６
年
第
4
回
定
例
会
概
要

11
月
28
日
の
開
会
日
に
は
、

市
長
か
ら
「
流
山
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
流

山
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

を
含
む
29
件
の
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
３
件

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
要
旨
８
面
）

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

は
、
12
月
３
日
か
ら
12
月
６

日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
、

21
人
の
議
員
が
登
壇
し
行
わ

れ
ま
し
た
。

�

（
要
旨
２
～
５
面
）

12
月
６
日
の
一
般
質
問
終

了
後
に
は
、
議
案
29
件
、
陳

情
３
件
が
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
12

月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の
４

日
間
に
わ
た
り
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

（
要
旨
７
面
）

12
月
18
日
の
最
終
日
に
は
、

各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
、
議
案
に

対
す
る
討
論
、
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

議
員
か
ら
は
「
『
婚
姻
の

平
等
』
法
制
化
に
向
け
た
準

備
着
手
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て
」
を
含
む
４
件
の
発

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、発
議
に
対
す
る
、

討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

（
要
旨
５
・
８
面
）

第
24
回
議
会
報
告
会 

初
の

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で
開
催

市
議
会
だ
よ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル 

５
月
に
作
品
を
募
集（
５
面

参
照
）

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

遊
佐
　
純
一
さ
ん
撮
影
の「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」（
撮
影
場
所
：
流
山
市
総
合
運
動
公
園
）

降
り
し
き
る
雪
の
中
、現
役
時
代
を
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
今
に
も
走
り
出
し
そ
う

な「
蒸
気
機
関
車
」を
撮
影
し
ま
し
た
。

撮
影
の
背
景

　

ク

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

流
山
市
議
会
で
は
、
毎
年

専
門
家
を
お
招
き
し
、
「
議

員
研
修
会
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
流
山
市
議

会
基
本
条
例
第
19
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
員
の
資
質
・

政
策
形
成
・
立
案
能
力
の
向

上
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
議
員
研
修
会
は
、

令
和
７
年
１
月
31
日
に
議
場

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
さ
ま
や
市
職

員
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
神
戸
大

学
名
誉
教
授
の
室
㟢
益
輝
氏

に
、
「
能
登
半
島
地
震
の
教

訓
に
学
び
、
自
治
体
の
防
災

計
画
に
ど
う
つ
な
ぐ
の
か
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。

室
㟢
氏
か
ら
は
、
能
登
半

島
地
震
は
内
陸
地
震
と
し
て

は
最
大
級
で
前
例
の
な
い
地

震
で
あ
っ
た
こ
と
や
、生
活
、

文
化
、
環
境
な
ど
が
多
様
化

す
る
中
、
被
災
状
況
も
形
態

も
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、

そ
れ
ら
に
応
え
る
自
治
体
防

災
へ
の
進
化
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
の
部
で
は
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア
理
事

長
の
渡
辺
由
美
子
氏
に
、「
地

域
を
元
気
に
す
る
子
ど
も
の

貧
困
対
策
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

渡
辺
氏
か
ら
は
、
日
本
の

ひ
と
り
親
世
帯
の
相
対
的
貧

困
は
先
進
国
で
１
位
で
あ
り
、

子
ど
も
の
貧
困
は
自
己
責
任

で
は
な
く
社
会
構
造
の
欠
陥

と
指
摘
が
あ
っ
た
一
方
、
学

習
支
援
に
よ
り
自
立
す
る
力

を
付
け
る
こ
と
で
、
貧
困
の

連
鎖
を
切
る
こ
と
が
可
能
と

ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
ご
講
演
も
充
実

し
た
内
容
で
あ
り
、
有
意
義

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
10
月
27
日
、
市

総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ

た
流
山
市
民
ま
つ
り
の
会
場

で
、
姉
妹
都
市
・
石
川
県
能

登
町
の
町
議
会
へ
流
山
市
議

会
か
ら
災
害
義
援
金
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

災
害
復
興
で
多
忙
を
極
め

る
中
、
能
登
町
議
会
を
代
表

し
て
金き

ん

七し
ち

祐ゆ
う

太た

郎ろ
う

議
長
が
時

間
を
割
い
て
市
民
ま
つ
り
に

お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

流
山
市
議
会
か
ら
は
、
正
副

議
長
や
各
会
派
代
表
者
が
集

ま
り
、
議
員
各
位
か
ら
の
義

援
金
目
録
を
金
七
議
長
に
手

渡
す
と
、
「
流
山
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
お
気
持
ち
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
能

登
の
子
ど
も
た
ち
も
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
が

あ
り
ま
し
た
。

元
日
の
震
災
か
ら
の
復
旧

の
途
上
、
９
月
21
日
の
大
雨

に
よ
る
水
害
や
土
砂
崩
れ
な

ど
、
自
然
の
猛
威
は
容
赦
な

く
襲
い
掛
か
り
ま
し
た
。
能

登
町
が
以
前
の
姿
を
取
り
戻

す
に
は
、
長
い
月
日
と
多
く

の
資
金
が
必
要
で
す
。
坂
巻

議
長
は
「
復
興
に
時
間
が
か

か
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
流

山
市
議
会
は
引
き
続
き
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
支
援
し
て

い
き
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

義援金目録を金七能登町議会議長
に手渡す坂巻議長（左から4人目）
と各会派代表者等

能
登
町
へ

災
害
義
援
金
を
贈
呈

室﨑講師、渡辺講師の録画
中継は、市議会ホームペー
ジの「議会中継」でご覧い
ただけます。

室﨑講師 渡辺講師


